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みんながつながる新拠点が誕生

2023 年 10 月　東京都世田谷区の７階建て自社ビルをフルリノベーションし、

JAKUETS と PLAY DESIGN LAB の新拠点となる  JAKUETS TOKYO MATSUBARA  が

オープンしました。様々な職種のメンバーやパートナーが協業し、

「日本の乳幼児教育を世界に発信する」

「共遊空間の創造により地域社会の発展に貢献する」

というビジョンの実現に向け、活動してまいります。

1982年築　

鉄筋コンクリート造７階建

建築面積：	 256.50㎡

延床面積：	1265.00㎡

2023年10月リノベーション

設計：スキーマ建築計画　長坂 常

サイン監修：TSDO  佐藤 卓

植栽：叢  Qusamura
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PLAY DESIGN LAB  / 2023  OPEN

JTM ７階ギャラリーの
壁面にはPLAY DESIGN 
LAB メンバーの皆様に
寄せ書きをいただきました。

最初のお仕事からもう 12 年ぐらい経ちま
すが、尊敬しているイサムノグチさんが、
自分の彫刻として遊具をデザインしていた
ことを思い出して、「そういうことをぜひ
やってみたかったんです」と JAKUETS の
徳本社長にお話ししました。それがきっか

来を良い方向に導いていただける力がある
方ばかりだと信じていますので、今後も皆
さんと一緒にいいものをつくっていきたい
です。

けで、これまでたくさんの遊具をデザイン
させていただきました。
子どもは、「あそびは、こうあそぶんだよ」
と決めてかからず、どんなものでもあそび
にするので、できるだけ自由度を持った多
様な動きをするような物をつくろうという
ことを考えました。そうして考えていくう
ちに、佐藤卓さんとこれはあそぶためのも
のではなく「あそんでしまうもの、あそん
じゃうもののほうがいいんじゃない」みた
いな話になったことを覚えています。
ここでお集まりの皆さんは 100 年後の未

JTMの開設にあたって

PLAY DESIGN LAB の新拠点で 2023 年 10 月 12 日に行われた
オープニングレセプション。デザイナー、建築家、研究者など多様
な分野の第一線で活躍する総勢 144 名が一同に集い、 あらたなス
テージが始まりました。
PDL では新たなテーマとして、多種多様な人たちが共に遊びなが
らすごせる豊かな環境づくりのため「共遊空間の創造により地域社
会の発展に貢献する」というビジョンを掲げ、新拠点をベースにし
て、あそびをテーマに連携しながら、地域の課題解決に取り組みます。

元々ジャクエツ営業拠点のスタイルには、
地域に根ざした分厚いコミュニケーション
がありました。しかし本社が中心にあって、
そこから一方通行のようなコミュニケー
ションがずっと続いてたように感じました。
その部分をいろいろな方向にコミュニケー
ションを築いていけるようにしたいと思い
ました。例えば何かの案件で大阪のスタッ
フが詳しいとなったときに、東京の顧客に
ダイレクトにコミュニケーションを取って
いってもいいのではないか。そういうふう

にもっと分厚く双方向のつながりを作って
いくことができないだろうかと考えました。
そのために発想したのが、居場所が離れて
いてもそのまま繋がっているような、一日
中ずっと隣り合わせで仕事をするような空
間です。カメラとモニターを斜め 45 度に
配置することで、どこにいても画面が見え
るし対話ができる状況が生まれます。２階、
４階はそのような仕組みのオンラインで、
３階はオフラインで物を考えたり遊んだり
できるような場所で 5 階がストックにな
ります。

６階は、日帰り出張で１時間のミーティン
グだけでコミュニケーションが終わるので
はなく、そこに滞在することによって今ま
でより深いコミュニケーションが取れるの
ではないかと思いプロジェクトメンバーが
滞在できるホテルにしています。そして 7
階がミーティングスペースとイベントを行
える場所となっております。このような形
で、全国の営業所、設計事務所、工場がオ
ンライン・リアルともに双方向につながる、
あそびいっぱいのチームを目指していけれ
ばと思います。

斜めのレイアウトと大型モニターでフロアや拠点がつながる

地域の拠点が

それぞれの個性を活かしながら

新たな価値をうみだしていく

丸い玉のエレメントは何万という単位で組
み合わせがあり選べます。そしてコピーは

「わたしたちは、視点です。」というもので
す。PDL は何か一つ形があって作ってい
くということではなく、そこにまず「視点」
があり、それが遊ぶように、自在にあらゆ
る角度からいろいろなものを見ることで物
事が豊かに広がっていく。そんな様子を
込められないかと思い制作しました。色は
ジャクエツの「いぬはりこマーク」を基に
しています。極めて単純なものが様々なも
のに変化していくような、「あそぶ」とい
うすごく穏やかで緩やかなやわらかい形の
発想が広がっていくようなイメージです。

映像の制作と、これから公開される WEB 
サイトを担当しています。以前、子ども向
けの教育番組を制作していたときに何個か
ルールを設定していまして、その一つは「子
どもを子どもっぽく扱わない」ということ
です。
子どもは大人よりも、もっと本質的じゃな
いと伝わらない人たちです。
本質的なアプローチやちょっと実験的なこ
とができる場所が子ども向けのデザインの
世界だと思いますし、あそびとは何だろう
ということを子どもも大人も直感的に感じ
てもらえるような、そういう空間をつくっ
てほしいです。

100年後の未来を
良い方向に導いていく

深澤 直人 / デザイナー
Naoto Fukasawa / Designer

JTMの空間設計

長坂 常 / 建築家
Jo Nagasaka / Architect

PDLの
ビジュアル・アイデンティティ

三澤 遥 / デザイナー
Haruka Misawa / Designer

ロゴのモーションデザイン

中村 勇吾 / デザイナー
Yugo Nakamura / Designer

PDL のあらたな VI とステイトメントを記した

カードが配られた

VI には中村氏によって

目が動くようなユニークなモーションを設定


